平成２８年度

運営に関する計画


平成２８(２０１６)年４月
大阪市立北津守小学校

（様式１）
大阪市立北津守小学校　平成２８年度　運営に関する計画・自己評価（総括シート）

　

１　学校運営の中期目標








【 効果のある学校を生み出すためのスクールバス・モデル 】
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２　中期目標の達成に向けた年度目標


３　本年度の自己評価結果の総括


(様式２)

大阪市立北津守小学校　平成２８年度　運営に関する計画・自己評価（目標別シート）


	年　度　目　標
	達成状況

	【視点　学力の向上】
①　平成２８年度の１月に実施される「大阪市小学校学力経年調査」の国語科・算数科の平均正答率が大阪市平均の８０％を超える児童の割合を、８０％以上にする。                                              （カリキュラム改革関連）
②　平成２８年度末の本校作成の学校教育アンケート（保護者対象）における「子どもは授業がわかりやすいと言っている」という肯定的な割合を８０％以上にする。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  （カリキュラム改革関連）

③　平成２８年度末の本校作成の学校生活アンケート（児童対象）の「学習の様子」において、国語科・算数科の授業が「とてもよくわかる・だいたいわかる」とい

う回答の割合を９０％以上にする。　　　　　　　　　（カリキュラム改革関連）
④　音楽科を中心に、「言語活動」の充実を図りながら、児童の「思考力・判断力・表現力」を育成し、学校生活アンケート（児童対象）の回答から、「みんなの前で発表するのが好き」と答える児童の割合を80%以上にする。
　　　　　　　 （カリキュラム改革関連）
	


	年度目標の達成に向けた取組内容、取組の進捗状況を測る指標
	進捗状況

	取組内容①【インクルーシブ教育の推進】

児童が落ち着いた雰囲気の中で学習に取組み、達成感を感じ取ることができるよう
に、学習環境のユニバーサル化を図るとともに、インクルーシブ教育を推し進めていく。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 (マネジメント改革関連)　
	

	指標

　○　年度末の学校教育アンケート（保護者対象）や学校生活アンケート（児童対象）で、視覚的支援を含めた授業中の説明や指示がわかりやすいかどうかをたずね、肯定的な回答を８０％以上にする。
	

	取組内容②【アクティブラーニング（能動的学習）の推進・研究活動の充実】
　音楽科を中心として各教科・道徳・特別活動・外国語活動・総合的な学習において、言語活動を基盤としたアクティブラーニングをさらに進めていく。
        　(カリキュラム改革関連)
	

	指標

　○　年度末の学校生活アンケート（児童対象）で、「自分の考えを発表する」「友だちと教え合う」「自分たちで調べる」「わかったことをもとにして、話し合う」「考えたことを書き表す」といったことに対する頻度と達成感を質問し、肯定的な回答を全校児童の８０％以上にする。
	

	取組内容③【ＩＣＴを活用した教育の推進】

取組内容①・②の達成のため、ＩＣＴを各教科・道徳・特別活動・外国語活動・総合的な学習の学習活動に効果的に活用し、授業を実践する。　(カリキュラム改革関連)
	


	指標

○　取組内容①・②の達成のためにＩＣＴを活用した授業を、全学年で週１回以上実
施する。
	

	取組内容④【学校図書館の活用による言語力や論理的思考力の育成】

　学校図書館の環境整備を行うとともに、活用の充実を図り、児童の言語力や論理的思考力を高める。　　　　　　　　                      　(カリキュラム改革関連)　
	

	指標

　○　保護者やボランティアの協力のもと、図書館開放を週７回以上にする。

○　年度末の学校生活アンケート（児童対象）で、「読書が好き」「本などを使って調べることがすき」と答える児童の割合を８０％以上にする。

	

	取組内容⑤【自主学習習慣の確立】

　学びサポーターによる「放課後学習」や区の「ジャガピースクール」事業を活用して、児童の自主学習習慣の確立に努める。
	

	指標　

児童へのアンケートの回答から、学校の宿題以外に自分で学習している回数（放課後学習やジャガピースクールを含む）が週２回以上ある児童の割合を５０%以上にする。
	


	年度目標の達成状況や取組の進捗状況の結果と分析

	

	次年度への改善点

	


(様式２)

大阪市立北津守小学校　平成２８年度　運営に関する計画・自己評価（目標別シート）


	年度目標
	達成状況

	【 視点　道徳心・社会性の育成 】
①　人権総合学習をはじめとする、「自己肯定感」「自尊感情」を引き出し、感じ取らせていく為の様々な取組みを通して、本校作成のアンケート（児童対象）で肯定的な内容で回答する割合を９０％以上にする。　
 （カリキュラム改革関連）
②　平成２８年度末の校内調査において、遅刻の児童の割合を、前年度より減少させる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（カリキュラム改革関連）

③　地域、関係諸機関合同の避難訓練を含め、年間３回以上の訓練を実施し、緊急時に対する能力の基礎を養うとともに、日常における安全意識を高める。

（カリキュラム改革関連）
	


	年度目標の達成に向けた取組内容、取組の進捗状況を測る指標
	進捗状況

	取組内容①【人権を尊重する教育の推進】
　人権総合学習をはじめとして、各学年で学期に１回以上ゲストティーチャーを招いたり、施設を見学したりする体験的な学習を通して人権教育を推進し、児童の豊かな感性と人権を大切にして行動できる態度を養う。　　　(カリキュラム改革関連)　　
	

	指標

○　ワークシートや感想等より、体験的な学習や取り組みに対して、主体的・能動的に学習したり、友だちと共感しながら取り組むことができたりした割合を９０％以上にする。

○　各学期毎にＱ－Ｕを実施し、結果を分析するとともに、各学級の取り組みに対する情報交流の場を設定し、集団育成に向けて活用する。　　
	

	取組内容②【学校・家庭・地域の連携の推進】
　遅刻の児童の減少をめざし、遅刻気味の児童への適切な言葉かけや支援を行うとともに、家庭へも随時連絡を行い保護者への協力の要請も図る。
 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(カリキュラム改革・ガバナンス改革)　　　　　　　　　
	

	指標

○　遅刻する児童の人数を平成２７年度の１日平均３．８人から３人未満にする。

　　　（平成２７年度は一日平均３．８人）
	

	取組内容③【安全教育の推進】

　必要に応じて保護者・地域・関係諸機関と連携しながら、防災教育・防犯教育・交通安全教育・情報教育などを行い、安全への意識を高めるとともに、緊急時に対応する能力の基礎を養う。　　　　　　　　　　(マネジメント改革・ガバナンス改革)
	

	指標

○　年間計画に基づき、年３回、台風・地震・津波の避難訓練を行う。内一回は保

護者・地域・保育所・中学校と連携しながら、土曜授業で実施する。さらに、心

身の安全を守るために、登下校における黄帽子着用や廊下の正しい歩行等、日常

的に安全教育を推進する。
	


	年度目標の達成状況や取組の進捗状況の結果と分析

	

	次年度への改善点

	


(様式２)

大阪市立北津守小学校　平成２８年度　運営に関する計画・自己評価（目標別シート）


	年度目標
	達成状況

	【視点　健康・体力の保持・増進】
①　平成２８年度末の本校作成の学校教育アンケート（保護者対象）における「早寝」「早起き」「朝ごはん」の３項目とも、肯定的な回答を８０％以上にする。
（カリキュラム改革関連）
②　課題である「持久力」・「ボール投げ」に関して、全校児童対象の平成２８年度末に新体力テストの「２０ｍシャトルラン」・「ソフトボール投げ」を行い、全学年とも平成２８年度６月の記録より向上させる。       （カリキュラム改革関連）
	


	年度目標の達成に向けた取組内容、取組の進捗状況を測る指標
	進捗状況

	取組内容①【健康な生活習慣】

「早寝」「早起き」「朝ごはん」の習慣化に向けて、日々の指導と家庭への協力の要　

請を随時行う。特に「早寝」ができるよう、学校生活で十分に活動し生活リズムを整えていけるよう指導をしていく。　　（カリキュラム改革関連・ガバナンス改革関連）
	

	指標　　

○　全校指導・学級指導・保健指導・栄養指導のそれぞれの場で、「早寝」「早起き」「朝ごはん」に関して指導し、８月を除く毎月発行する配布物の中でふれるようにする。また、月１回は学校ホームページで啓発する。さらに学校保健委員会で保護者への協力を要請する。
	

	取組内容②【体力向上への支援】

○　全校で取り組む体育的行事として、「なわとび週間」「体力テスト」「水泳指導」「運動会」「かけ足週間」「なわとび大会」を計画し、年間を通して児童の体力向上を目指す。

○　本校児童の体力向上に向け、休み時間や放課後の運動遊びを積極的に行えるよう、「運動場のきまり」を整えるとともに、「走」「跳」「投」の運動遊びをする場を工夫し、児童の遊び場所や放課後遊びを確保する。

○　体育科の指導に、サーキットトレーニング的な運動やなわとび・かけ足を行う等、持久力を高められる運動や遊びを取り入れる。

○　「ゲストティーチャー」や「体育カード」の活用による体力づくりを行うことで、児童の運動する意欲や運動遊びへの親しみを引き出し、体力を高めていく。

 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(カリキュラム改革関連)

	

	指標　

○　「休み時間に運動場で遊ぶことが好きですか」という児童へのアンケートに対して、肯定的な回答をする児童の割合を８０％以上にする。

○　体力テスト・水泳指導・運動会・なわとび週間・かけ足週間・なわとび大会など、全校で取り組む体育的行事を計画的に取り組む。

○　体育科の指導において、児童の「持久力」をねらいとした簡単なサーキットトレーニングやなわとび・かけ足を行う授業を、全授業時間数の５０％以上行う。

○　年１回、トップアスリートをゲストティーチャーとして招待し、体育の授業を行う。

○　学期に１回以上、体育の学習で「体育学習カード」または「記録カード」を工夫して活用し、児童が目標や学習内容を明確にしながら学習に取り組めるようにする。
	

	

	年度目標の達成状況や取組の進捗状況の結果と分析

	

	次年度への改善点

	


　○　様式１　自己評価（総括シート）





　○　様式２　自己評価（目標別シート）


　　・【学力の向上】


・【道徳心・社会性の育成】


・【健康・体力の保持・増進】





現状と課題


　本校は、人権尊重の精神を基盤に据えて全ての教育活動を展開している。また長年にわ


たり学力向上の取組みを継続させている。平成２５年度からの３年間は、中期目標に沿っ


て、【学力の向上】・【道徳心・社会性の育成】・【健康・体力の保持・増進】に取組んできた。また昨年度は、「音楽科」の歌唱を通して、児童が自己の考えや思いを表現することがで


きるように取り組んできた。その結果、年度末において各視点の目標を達成したり、達成


に至らずとも目標近くに迫ることができたりしている。


　○　これまでの成果


　　・　視点【学力の向上】では、大阪市小学校教育研究会が作成した算数科の「しんだん」の平均正答率が、大阪市の平均に迫っている。また、全国学力・学習状況調査においては、中期目標を設定する前の平成２４年度と比べて、平成２６・２７年度は平均正答率が向上している。


　　・　視点【道徳心・社会性の育成】では、遅刻する児童が大きく減少した。


　　・　視点【健康・体力の保持・増進】では、体育学習や休み時間の体育的活動、運動遊びなどにより、体力や運動能力が伸びてきている。


　しかし同時にその結果から、指導者側がこれまで漠然と感じていた課題が、より明確な


ものとなった。


　○　明らかになってきた課題


・　一見すると学校全体が落ち着いているように見えるが、本来児童一人一人に備わっ


ている自己肯定感（自尊感情）が十分に引き出されておらず、学習や自主活動などで


少し困難なことに出会うと、努力してそれを解決しようとする意欲に弱さが見られ


る。また、教職員や保護者、友だちからの助言を素直に受け入れることができない場


面が往々にして見られる。


・　目指すべきモデル（理想や夢）があまりないため、一人一人の到達目標が低く、す


ぐに満足してしまったり、到達できなくてもあきらめてしまったりする。また、自信のなさや恥ずかしさから、人前で発表したり、表現したりすることが苦手である。


　さらに、各視点においては、次のような課題がみられる。


【学力の向上】


　　知識の「習得」は比較的成果を上げているが、「活用」については、依然として課題がある。その背景には、学校以外での学習時間がほとんどなく、基礎・基本となる知識の定着に時間がかかるという点があげられる。





【道徳心・社会性の育成】


　　家庭の状況、児童の特性などから自尊感情を十分にもちきれていない児童が多くいるため、児童一人一人に関する多面的な理解が必要である。今後も、計画に基づいて、人権教育の推進に努めていく。また、努力や結果を他者から認められ、自尊感情を引き出すことができる場を、児童の実態に応じて、工夫して多く設けるようにしていく。





【健康・体力の保持・増進】


調査人数が少ないため毎年違う傾向が見られるが、全国体力・運動能力、運動習慣調査


　の結果を見ると、男子は毎年体力合計点が全国平均を上回っている。ただし個別の結果を


　見ると、今年度は「長座体前屈」の結果が全国・市平均よりも低い。一方女子は、「上体起こし」と「５０ｍ走」の結果が全国・本市平均よりも低く、体力合計点もやや下回っている。


健康面では、「早起き」「朝ごはん」「早寝」に関するアンケート結果から、生活スタイルが改善されつつあると判断することができる。今後も、保護者・児童に対して、早寝・早起き、朝食摂取の重要性を伝えていく。





中期目標


　上記のような現状と課題を受け、これまでの各視点の中期目標を設定する前に、改めて本校


の教育のあり方を以下のようにしたい。





　○　児童にとって　…　ウェルビーイング（well-being）を保障する学校づくり


○　教職員のあり方として　…　効果のある学校（Effective School）づくり





　ウェルビーイング(well‐being)とは、現代的ソーシャルサービスの達成目標として、個人の権利や自己実現が保障され、身体的、精神的、社会的に良好な状態にあることを意味する概念であり、1946年の世界保健機関(WHO)憲章草案において、「健康」を定義する記述の中で「良好な状態(well‐being)」として用いられた。最低限度の生活保障のサービスだけでなく、人間的に豊かな生活の実現を支援し、人権を保障するための多様なソーシャルサービスで達成される。　　　　　　　　　　(中谷茂一 聖学院大学助教授 ／ 2007年)（「コトバンク」より）


　つまり、児童にとって、本校が「良い状態」となるような教育活動を展開していくことこそが、児童の意欲と周囲との協働で困難を乗り越え、認められることで自己肯定感（自尊感情）


を引き出すことができるものと仮定し、「喜び」をキーワードにして次のように考える。


























ウェルビーイング（well-being）を保障する学校





・「認められる」喜び（承認）


　自己評価　他者評価などの活動


・「できる」喜び（獲得）


　新たな知識・技能の習得と活用


・「つくる」喜び（創造）


　児童会活動　学習発表会　栽培活動


・「決める」喜び（思考・判断）


　アクティブラーニングによる主体的な学び　特別活動　人権総合学習


・「出会う」喜び（体験）


　ゲストティーチャー　体験活動





・「行う」喜び（行動）


　　道徳心による正しい行動


　　健康・安全な暮らし


・「わかる」喜び（理解）


　知識理解　ぐんぐんタイム


　ジャガピースクール


・「表す」喜び（表現）


音楽科の研究　表現による学習


・「学ぶ」喜び（学習）


　ＩＣＴの活用　図書館の活用


・「集う」喜び（協働）


　協働学習　ニコニコ班活動





健康で安心・安全な生活[元気に]





学力保障(向上)[わかった・できた]











豊かな人間関係[みんな]





人権尊重（一人一人を大切にする）精神


人権教育・インクルーシブ教育





　次に、「効果のある学校」（effective schools）とは、教育的に厳しい環境のもとにある子どもたちの基礎学力の底上げに成功している学校、すなわち、本校では経済的な格差などにより生じやすい学力格差を克服することを示している。








平成22年度文部科学省委託研究


「学力調査を活用した専門的課題分析に関する調査研究」


子どもたちの学力水準を下支えしている学校の特徴に関する調査研究　より





　今年度はこのモデルをもとにして、教職員が日々どのように教育活動を進めていくかを年度当初に共通理解して、実践に取組んでいる。


ところで、これまで本市の小学校の学力の指標の一つであった「しんだん」に変わり、「大阪市小学校学力経年調査」が初めて実施される。そこで、【視点　学力の向上】の中期目標・年度目標等の内容・指標を変更する。なお、中期目標は４年目の最終年になるが、現在の本校の学力実態を考慮し、年度目標を中期目標と異なるものとする。





【 視点　学力の向上 】


○　平成２８年度の1月に実施される「大阪市小学校学力経年調査」の国語科・算数科の各学年の平均正答率が、大阪市平均を上回る。　　　　　　　　　（カリキュラム改革関連）





○　平成２８年度末の本校作成の学校教育アンケート（保護者対象）における「授業がわかりやすいと言っている」の肯定的な割合を８０％以上にする。　（カリキュラム改革関連）


○　平成２８年度末の本校作成の学校生活アンケート（児童対象）の「学習の様子」において国語科・算数科の授業が「とてもよくわかる・だいたいわかる」の割合を９０％以上にする。　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（カリキュラム改革関連）


○　平成２８年度の1月に実施される「大阪市小学校学力経年調査」における質問紙調査において、「理科の勉強は好きだ」「理科の授業の内容はよく分かる」など、理科の授業に対して肯定的な回答の児童の割合を、８０％以上にする。         （カリキュラム改革関連）





【視点　道徳心・社会性の育成】


○　平成２８年度末の本校作成の学校生活アンケート（児童対象）の自己肯定感・自尊感情に関する質問に関して、肯定的な回答をする児童の割合を９０％以上にする。              　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


（カリキュラム改革関連）


○　毎年度末の校内調査において遅刻の児童の割合を、毎年、前年度より減少させる。


（カリキュラム改革関連）





【視点　健康・体力の保持・増進】


○　課題である「持久力」に関して、本校独自に行う全校児童対象の平成２８年度新体力テストの「20ｍシャトルラン」の記録を、全学年とも平成２８年度６月実施の記録より向上させる。    　　　　                                     （カリキュラム改革関連）


○　平成２８年度末の本校作成の学校教育アンケート（保護者対象）における「早寝」「早起き」「朝ごはん」の３項目とも、肯定的な回答を８０％以上にする。


（カリキュラム改革関連）





【視点　学力の向上】


①　平成２８年度の１月に実施される「大阪市小学校学力経年調査」の国語科・算数科の平均正答率が、大阪市平均の８０％を超える児童の割合を８０％以上にする。


（カリキュラム改革関連）


②　平成２８年度末の本校作成の学校教育アンケート（保護者対象）における「子どもは授業がわかりやすいと言っている」の肯定的な割合を８０％以上にする。


（カリキュラム改革関連）


③　平成２８年度末の本校作成の学校生活アンケート（児童対象）の「学習の様子」において、国語科・算数科の授業が「とてもよくわかる・だいたいわかる」という回答の割合を９０％以上にする。　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　（カリキュラム改革関連）


④　音楽科を中心に、「言語活動」の充実を図りながら、児童の「思考力・判断力・表現力」を育成し、学校生活アンケート（児童対象）の回答から、「みんなの前で発表するのが好き」と答える児童の割合を80%以上にする。　　　　　　　 （カリキュラム改革関連）





【 視点　道徳心・社会性の育成 】


①　人権総合学習をはじめとする「自己肯定感」「自尊感情」を引き出し、感じ取らせていく為の様々な取組みを通して、本校作成のアンケート（児童対象）で肯定的な内容で回答する割合を９０％以上にする。　　　　　　　 （カリキュラム改革関連）


























②　平成２８年度末の校内調査において、遅刻の児童の割合を、前年度より減少させる。


（カリキュラム改革関連）


③　地域、関係諸機関合同の避難訓練を含め、年間３回以上の訓練を実施し、緊急時に対する能力の基礎を養うとともに、日常における安全意識を高める。


（カリキュラム改革関連）





【視点　健康・体力の保持・増進】


①　平成２８年度末の本校作成の学校教育アンケート（保護者対象）における「早寝」「早起き」「朝ごはん」の３項目とも、肯定的な回答を８０％以上にする。


（カリキュラム改革関連）


②　課題である「持久力」・「ボール投げ」に関して、全校児童対象の平成２８年度末に新体力テストの「２０ｍシャトルラン」・「ソフトボール投げ」を行い、全学年とも平成２８年度６月の記録より向上させる。       （カリキュラム改革関連）


























評価基準　Ａ：目標を上回って達成した　　　　　　　　Ｂ：目標どおりに達成した


Ｃ：取り組んだが目標を達成できなかった　　Ｄ：ほとんど取り組めず目標も達成できなかった
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Ｃ：取り組んだが目標を達成できなかった　　Ｄ：ほとんど取り組めず目標も達成できなかった








- 2 -

